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る。例えば，White, Strong, & Chambless（1998）
では，PC と抑うつ症状との間に r = .17 ~ .27 と
いう値を報告している。一方，Renshaw, Blais, 




















① Perceived Criticism Measure（PCM）日本語版
　PCM 日本語版（成瀬・堀内・坂野，2014）は，
PC と PC に関連する情緒的反応に関する 4 項目
から構成される尺度である。回答にあたって，ま
ず自分にとっての重要な他者を自由記述にて記載






研究では，PC を測定する項目 2 のみを使用した。
本研究では，この項目 2 を PCM 日本語版と便宜
上呼ぶこととする。














る。SDISS の回答は 0 から 10 までの 11 件法で
行う。SDISSの項目は3項目から構成されており，






































果，CES-D の得点に男女差がみられた（t (401) 




日本語版得点と CES-D および SDISS の得点の
ピアソンの積率相関係数を算出した（表 1）。そ
の結果，PC と CES-D との間，PC と SDISS と






日本語版得点と CES-D および SDISS の得点の
相関係数を算出した（表 2）。その結果，PC と






日本語版得点と CES-D および SDISS の得点の
相関係数を算出した（表 3）。その結果，PC と
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2 割，恋人が約 3 割であることが報告されている























相関（r =.02 ~.15）が報告されている（Hooley & 
Teasdale, 1989; Kwon et al., 2006）。本研究の
結果では先行研究よりもやや高い値が得られた（r 


















迫性障害を対象に，The Global Assessment of 
Functioning （American Psychiatric Association, 
2000）によって測定された機能障害と PC との関
連を示した研究では，非常に弱い負の相関（r = 
-.10）が報告されている（Riso, Klein, Anderson, 
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